
図1 自動車の構造材料による総合的なCO2排出量の違い
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鉄鋼材料のせん断型変態組織解析ソフトウェアの開発
Development an analysis software for shear transformation of steel
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図5 ソフトウェアによる解析結果と残留オーステナイトとの比較
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図2 鉄鋼材料の焼入れ

まとめ
✓ EBSD法で測定したせん断型変態生成物の結晶方位データ
から母相オーステナイトの結晶方位を推定する
ソフトウェアを開発した．

✓ソフトウェアの検証のため，オーステナイトと加工誘起
マルテンサイトからなる試料を解析し，良好な結果を得た．
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a) 焼入れ前 b) 焼入れ後

図4 塑性加工したオーステナイト系ステンレス鋼のEBSDマップ

a) IPFマップ b) Phaseマップ
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✓焼入れではせん断型変態が起こっている
-面心立方格子構造（fcc）のオーステナイトから
体心立方格子（bcc）のせん断型変態生成物へ変態する

- fcc構造は 0 0 1 軸方向に収縮， 1 1� 0 と 1 1 0 軸方向に
膨張することで原子の結合を維持したままbcc構造に変態する

✓変態を線形代数を使って表す
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c) fccとbccの関係

✓オーステナイトがせん断型変態生成物を決める
-オーステナイトは高温で存在する相のため観察が難しい
-せん断型変態生成物の結晶方位からオーステナイトの
結晶方位を推定することは可能2) 3)

⇒せん断型変態生成物からオーステナイトを
推定するソフトウェアを開発．

✓結晶方位の取得とソフトウェアの検証
1.結晶方位の取得

試料：オーステナイト系ステンレス鋼（Fe - 18Cr - 8Ni, mass%）
組織：オーステナイト

加工誘起マルテンサイト（せん断型変態生成物）
結晶方位の取得：電子線後方散乱回折（EBSD）法

IPFマップ：方位を表す
Phaseマップ：相（結晶構造）を表す

100 μm
2.ソフトウェアの検証

-図4中のM点（マルテンサイト）の結晶方位を
開発したソフトウェアで解析

-図4中のA点（オーステナイト）の結晶方位と極点図で比較

✓強度の高い鋼板を使用することは環境にやさしい

✓鉄鋼材料は焼入れすることで強度が高くなる
焼入れ：赤熱させた材料を水や油で急冷すること

例 包丁，はさみ，刀，のこぎり，鎌

⇒自動車用鋼板も焼入れすればいい!!
課題：焼入れで何が起こっているのか実はよくわかっていない

図3 オーステナイトとせん断型変態生成物の結晶構造とその関係


